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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つまたは複数の電池セルと、
　前記１つまたは複数の電池セルに電気的に接続された電源モジュールと、
　前記電源モジュールに電気的に接続された出力ポートであって、出力ポートがコネクタ
に係合するように構成され、前記電源モジュールが前記１つまたは複数の電池セルから前
記コネクタに電力を供給するように構成された、出力ポートと、
　前記１つまたは複数の電池セルを取り囲むケーシングと、
　前記ケーシングに取り外し可能に取り付けられたキャップであって、キャップが取り外
されると、前記ケーシング内に開口が生じ、前記電池セルが前記開口を介して前記ケーシ
ングから取り外し可能である、キャップと、
　を備える、再充電可能電源ユニット。
【請求項２】
　前記電源モジュールが、電流および／または電圧変換回路を備える、請求項１に記載の
再充電可能電源ユニット。
【請求項３】
　前記電源モジュールが、電池の充電状態に関する情報を格納するように構成された内部
メモリをさらに備える、請求項２に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項４】
　前記充電状態に関する情報が、充電／放電サイクルの回数、充電された総アンペア時、
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または放電された総アンペア時を含む、請求項３に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項５】
　前記電源モジュールの内部メモリが、固有の識別子を格納するようにさらに構成された
、請求項３に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項６】
　前記固有の識別子が、前記再充電可能電源ユニットの加入者または購入者に関連付けら
れた、請求項５に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項７】
　前記ケーシングおよび前記キャップは、前記キャップが外装の完全性に影響を与えるこ
となく、取り外し不能に前記外装に覆われた、請求項１に記載の再充電可能電源ユニット
。
【請求項８】
　前記キャップが、前記ケーシングにねじ式係合可能であり、ネジ式係合が、前記キャッ
プのねじをゆるめるとともにキャップを取り外すのに工具の使用を必要とする、請求項１
に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項９】
　工具機構が、専用の工具機構の使用を必要とする、請求項８に記載の再充電可能電源ユ
ニット。
【請求項１０】
　電池自動販売機または電池交換機内の前記再充電可能電源ユニットの向きを決定するの
に使用可能な方向付け機構をさらに備える、請求項１に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項１１】
　前記方向付け機構が、前記ケーシングにおいて切欠きまたは刻み目を有する、請求項１
０に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項１２】
　前記方向付け機構が、前記再充電可能電源ユニットを識別するのに使用可能な固有のコ
ンピュータ可読識別子を有する、請求項１０に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項１３】
　前記キャップが、前記１つまたは複数の電池セルへのアクセスを制限する安全機能を備
える、請求項１に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項１４】
　前記出力ポートが、ＵＳＢケーブルを受容するように構成されたＵＳＢの種類のポート
である、請求項１に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の電池セルへ電力を供給するための入力ポートをさらに備える、請
求項１に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項１６】
　前記入力ポートが、マイクロＵＳＢケーブルを受容するように構成されたマイクロＵＳ
Ｂの種類のポートである、請求項１５に記載の再充電可能電源ユニット。
【請求項１７】
　再充電可能電源ユニットを再充電する、または、交換するためのシステムであって、当
該システムは、
　請求項１に記載の再充電可能電源ユニットと、
　前記再充電可能電源ユニットを受容するように、かつ、完全に充電された再充電可能電
源ユニットを送達するように構成された自動機と、
を備えるシステム。
【請求項１８】
　前記自動機が、前記１つまたは複数の電池セルの診断チェックを実行するように構成さ
れている、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
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　前記診断チェックが、前記再充電可能電源ユニットの前記出力ポートでの電圧及び／ま
たは電流を測定することを含む、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記診断チェックが、前記再充電可能電源ユニットの入力ポートを介する１つまたは複
数の電池セルへの装荷電流を加えることをさらに含む、前記請求項１９に記載のシステム
。
【請求項２１】
　前記電源モジュールが、電池の充電状態に関する情報を保存するように構成された内部
メモリを備え、前記診断チェックが、前記内部メモリを読み込み１つまたは複数の所定パ
ラメータに対して前記情報を比較することを含む、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記自動機は、前記診断チェックが前記１つまたは複数の電池セルが古い、不良である
、または故障していることを示し、前記再充電可能電源ユニットにこの１つまたは複数の
セルを交換するようにフラッグを立てる場合、前記再充電可能電源ユニットに関連する一
意的な識別をメモリに保存するように構成された、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記自動機が、前記再充電可能電源ユニットを充電するように構成された、請求項１７
に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記再充電可能電源ユニットが、前記自動機内の前記再充電可能電源ユニットの配向を
決定するために使用可能な方向付け機構を備え、前記自動機が、前記自動機内の前記再充
電可能電源ユニットを配向するように構成され、これにより、前記自動機が前記再充電可
能電源ユニットと連結される、請求項１７に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記再充電可能電源ユニットを配向することが、前記再充電可能電源ユニットを回転さ
せて前記方向付け機構が前記自動機の対応する機構と位置合わせされることを含む、請求
項２４に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記自動機が、前記再充電可能電源ユニットを識別する、請求項１７に記載のシステム
。
【請求項２７】
　前記自動機が、前記再充電可能電源ユニットから加入者のアカウントを自動的に識別す
るようにさらに構成された、請求項２６に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
[関連出願の相互参照]
　本出願は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれている、２０１２年５月４日に
出願した米国仮出願第６１／６４３０２６号の優先権および利益を主張するものである。
【０００２】
　本発明は電池の分野に関し、詳しくは再充電可能または再使用可能な電池を識別する分
野に関する。
【背景技術】
【０００３】
　電池は様々なデバイスに電力を供給する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願第６１／５６０６７２号明細書
【発明の概要】



(4) JP 6214629 B2 2017.10.18

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　より多くのデバイスが電池式になるにつれて、電池に対する消費者の需要が増大する。
この結果、水銀、カドミウム、鉛などの貴金属または有毒物質を含むことがある電池がま
すます数多く製造され、処分されることとなる。なかには、倹約し、電池廃棄を最小限に
抑えるために再充電可能電池を使用し始める人もいる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　いくつかの実施形態は、電池を識別するシステムに関する。電池識別システムは、缶（
can）、第１端子、第２端子、および缶に配設された絶縁ジャケットであって、コンピュ
ータ可読識別マークを有する絶縁ジャケットを備えた電池と、電池を識別するように構成
された識別ユニットと、を含むことができる。
【０００７】
　いくつかの実施形態において、識別マークは、缶の露出部分である。
　いくつかの実施形態において、缶の露出部分は、電池の周りを円周方向に延在する帯で
あり、帯は第１端子の近くまたは第２端子の近くに配置される。
　いくつかの実施形態において、帯は幅が約１／１６インチ（１．５８７５ｍｍ）から約
１／２インチ（１２．７ｍｍ）までの間である。
【０００８】
　いくつかの実施形態において、識別ユニットは、第１端子、第２端子、および缶の露出
部分における電気特性を感知するように構成される。
　いくつかの実施形態において、識別マークは、一次元バーコード、二次元バーコード、
ＲＦＩＤタグと、および紫外線蛍光マーキングからなる群から選択される。
　いくつかの実施形態において、バーコードは、缶の外周に連続的に配設される。
　いくつかの実施形態において、識別マークは、電池の第１端部または第２端部に配設さ
れる。
　いくつかの実施形態において、識別マークは、同心ストライプを含む。
　いくつかの実施形態において、識別マークは、二次元バーコードまたは紫外線蛍光マー
キングである。
【０００９】
　いくつかの実施形態は、缶、第１端子、第２端子、および缶の一部が露出されるように
缶に配設された電気的絶縁ジャケットを備える電池と、電池の第１領域に接触するように
構成された第１電極と、缶の第２領域に接触するように構成された第２電極と、感知デバ
イスを備える識別ユニットと、を備える、電池を識別するシステムであって、感知デバイ
スが第１電極および第２電極に電気的に接触し、感知デバイスが、第１電極および第２電
極の間で感知された電池の特性を測定し、測定された特性を識別ユニットに伝達するよう
に構成され、識別ユニットが、測定された特性に基づいて、電池を識別するように構成さ
れた、電池を識別するシステムを含む。
【００１０】
　いくつかの実施形態において、電池の第１領域は第１端子に対応し、電池の第２領域は
第２端子に対応する。
　いくつかの実施形態において、電池の第１領域は第１端子に対応し、電池の第２領域は
缶の露出部分に対応する。
　いくつかの実施形態において、感知デバイスは、電圧を感知する。
　いくつかの実施形態において、感知デバイスは、抵抗を感知する。
　いくつかの実施形態において、感知デバイスは、電流を感知する。
　いくつかの実施形態において、感知デバイスは、電圧、抵抗、および電流を感知する。
【００１１】
　いくつかの実施形態において、識別ユニットは、感知された電圧、感知された抵抗、お
よび／または感知された電流に基づいて、電池を確実に識別する。
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　いくつかの実施形態において、第３電極が、第２端子に接触するように構成される。
　いくつかの実施形態において、識別ユニットは、第１電極と第２電極との間で測定され
た電圧がゼロ以外の電圧であるとき、電池を確実に識別するように構成される。
　いくつかの実施形態において、識別ユニットは、第１電極と第２電極との間で測定され
た電圧がゼロまたは略ゼロであるとき、電池を確実に識別するように構成される。
　いくつかの実施形態において、識別ユニットは、第１電極と第２電極との間で測定され
た抵抗が約ゼロオーム超であるとき、電池を確実に識別するように構成される。
　いくつかの実施形態において、識別ユニットは、第１電極と第２電極との間で測定され
た抵抗がゼロまたは略ゼロであるとき、電池を確実に識別するように構成される。
　いくつかの実施形態において、識別ユニットは、２点シグネチャ（2-point signature
）の電圧に基づいて、電池を確実に識別するように構成される。
　いくつかの実施形態において、識別ユニットは、２点シグネチャの抵抗に基づいて、電
池を確実に識別するように構成される。
　いくつかの実施形態において、識別ユニットは、２点シグネチャの電流に基づいて、電
池を確実に識別するように構成される。
　いくつかの実施形態において、缶の露出部分は、電気的絶縁ジャケットにパターン状に
配設された複数の露出部分を備え、システムは、電池回転機構と、電池回転機構が電池を
回転させるにつれて電気的絶縁ジャケットの複数の露出部分に接触するように構成された
複数電極と、をさらに備える。
【００１２】
　いくつかの実施形態は、対象の電池を受け取るステップであって、電池が、第１端子と
、第２端子と、缶と、缶に配設され、缶を少なくとも部分的に露出させるジャケットと、
を備える、受け取るステップと、電池の第１領域を第１電極に接触させるステップと、電
池の第２領域を第２電極に接触させるステップと、第１電極および第２電極を使用して電
池の電気特性を測定するステップと、電池の測定された電気特性に基づいて電池を識別す
るステップと、を含む、電池を識別する方法を含む。
【００１３】
　いくつかの実施形態において、第１領域は第１端子に対応し、第２領域は露出帯に対応
する。
　いくつかの実施形態において、方法は、第２端子を第３電極に接触させるステップと、
第２電極および第３電極を使用して電池の電気特性を測定するステップと、電池の測定さ
れた電気特性に基づいて電池を識別するステップと、を含むことができる。
【００１４】
　いくつかの実施形態において、電気特性を測定するステップは、電圧を測定するステッ
プを含む。
　いくつかの実施形態において、電気特性を測定するステップは、抵抗を測定するステッ
プを含む。
　いくつかの実施形態において、電気特性を測定するステップは、電流を測定するステッ
プを含む。
　いくつかの実施形態において、電気特性を測定するステップは、電圧、抵抗、および電
流を測定するステップを含む。
　いくつかの実施形態において、電池を識別するステップは、第１電極と第２電極との間
の測定電圧がゼロ以外の電圧であるとき、電池を確実に識別するステップを含む。
　いくつかの実施形態において、電池を識別するステップは、第１電極と第２電極との間
の測定電圧がゼロまたは略ゼロであるとき、電池を確実に識別するステップを含む。
　いくつかの実施形態において、電池を識別するステップは、第１電極と第２電極との間
の測定抵抗が約ゼロオーム超であるとき、電池を確実に識別するステップを含む。
　いくつかの実施形態において、電池を識別するステップは、第１電極と第２電極との間
の測定抵抗がゼロまたは略ゼロであるとき、電池を確実に識別するステップを含む。
　いくつかの実施形態において、電池を識別するステップは、２点シグネチャの電圧に基
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づいて、電池を確実に識別するステップを含む。
　いくつかの実施形態において、電池を識別するステップは、２点シグネチャの抵抗に基
づいて、電池を確実に識別するステップを含む。
　いくつかの実施形態において、電池を識別するステップは、２点シグネチャの電流に基
づいて、電池を確実に識別するステップを含む。
【００１５】
　前述は概要であり、したがって、必然的に詳細の簡略化、一般化、および省略を含み、
したがって、概要は例示的だけのものであり、決して限定的であることを意図していない
ことが当業者には理解されよう。デバイスおよび／またはプロセッサおよび／または本明
細において説明する他の主題の他の態様、特徴、および利点は、本明細書に記載する教示
において明らかになる。概要は、発明を実施するための形態において以下にさらに説明す
る、簡略化された形で概念の選択を導入するために用意される。この概要は、特許請求さ
れた主題の主要な特徴または本質的な特徴を識別することを意図していないし、特許請求
された主題の範囲を決定する手助けとして使用されることを意図していない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】露出帯を有する電池の一実施形態の側面図である。
【図２】感知デバイスと露出端面との電気的接続部を有する電池の一実施形態の側面図で
ある。
【図３】中間位置に回転不変の識別バーコードを有する電池の一実施形態を示す図である
。
【図４】終端位置に回転不変のバーコードを有する電池の一実施形態を示す図である。
【図５Ａ】視覚的に識別可能な同心リングを有する電池の一実施形態の端面図である。
【図５Ｂ】放射状のバーコードを有する電池の一実施形態の端面図である。
【図５Ｃ】迅速認識コードと大容量カラーコードとを有する電池の一実施形態の端面図で
ある。
【図５Ｄ】放射状のＱＲコード（登録商標）を有する電池の一実施形態の端面図である。
【図６】露出した缶の複数領域を有する絶縁ジャケットの一実施形態を示す図である。
【図７】電池を識別するプロセスの一実施形態を示す図である。
【図８】電気特性を使用して電池を識別するプロセスの一実施形態を示す図である。
【図９】視覚的識別特徴を使用して電池を識別するプロセスを示す図である。
【図１０】再充電可能電源ユニットの一実施形態の切断図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下の詳細な説明において、本明細書の一部を構成する添付の図面を参照する。図面に
おいて、典型的には、同様の記号は、文脈に他の記載がない限り、同様の構成部品を明示
する。詳細な説明および図面において説明する例示的実施形態は、限定することを意図し
ていない。本明細書に提示する主題の精神または範囲を逸脱することなく、他の実施形態
を利用することができ、他の変更を加えることができる。本明細書に概略的に記載され、
かつ図面に示されるように、本開示の態様は、そのすべてが明確に企図され本開示の一部
をなす、様々な異なる構成で、配列、置換、組み合わせ、および設計することができるこ
とが容易に理解されるであろう。
【００１８】
　電池を識別するシステムおよび方法の実施形態を開示する。本発明の特定の実施形態は
、詳細に示されるとともに説明されるが、添付の特許請求の範囲を逸脱することなく、様
々な変更および修正を加えることができることを理解されたい。本出願の範囲は、構成す
る構成部品の数、その材料、その量、その相対配置などに、決して限定されない。
【００１９】
　電池上の識別マークまたは特徴に関して使用される回転変動（rotation-variant）とい
う用語は、軸を中心とした電池の向きにより、異なるように見えることがある、特徴また
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はマークまたは記号を意味する。例えば、ロゴ、単語、または他の同様の識別マークは、
異なる観点から見たとき、異なるように見えることがあり、したがって、回転変動である
。電池上の識別マークまたは特徴に関して使用される回転不変（rotation-invariant）と
いう用語は、軸を中心とした電池の向きにかかわらず、または感知もしくは識別ユニット
の視点にかかわらず、同じように見える特徴、マークまたは記号を意味する。例えば、電
池の全周囲または外周を包含し、全周囲または外周にわたって均一であるストライプ、線
、バーコード、または記号は、回転不変である。例えば、バーコードは、電池を完全に取
り囲むまたは囲むバーまたは１組のバーを備えることができ、軸を中心に回転したとき、
電池の向きにかかわらず同じように見える。しかし、バーコードは、そのバーの向きによ
り、またはそれが電池の全周囲または外周を包含しない場合、回転変動でもあり得る。電
池上の識別マークまたは特徴に関して使用される回転不可知（rotation-agnostic）とい
う用語は、軸を中心とした電池の向きにより、異なるように見えることがあるが、それで
もなお電池の向きにかかわらず、電池を識別するのに使用することができる、特徴または
マークを意味する。例えば、電池の端面上のマーク、記号、またはバーコードは、電池が
軸を中心に回転するにつれて、異なるように見えることがあるが、向きにかかわらず、電
池を確実に識別するのに依然使用することができる。回転不可知のマークは、例えば、放
射線状バーコード、ＱＲコード（登録商標）、大容量カラーバーコード、アステカコード
、または他の一次元もしくは二次元バーコード、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）タグ、紫外
線光の下で蛍光を発するように構成されたマーキング、または他のマーキングであり得る
。
【００２０】
　説明と例示を容易にするために、単４形（ＡＡＡ）、単３形（ＡＡ）、単２形（Ｃ）、
および単１形電池（Ｄ）などの円筒形電池を、本開示の特徴を説明するための例として使
用する。しかし、９Ｖの角形電池、またはコイン形電池などの、多くの形状およびサイズ
の電池が、本開示の範囲を逸脱することなく、本明細書において説明する特徴を備えるこ
とができることが、当業者には認められよう。また、いくつかの実施形態は、記述した材
料のすべてを含まないことがあることが企図され、したがって列挙した材料の部分的組合
せが企図される。
【００２１】
　いくつかの実施形態において、電池は、回転変動マーク、回転不変マーク、回転不可知
マーク、記号、電気的特徴、または他の特徴、または前述の任意の組合せを認識すると、
コンピュータ可読識別マークに基づいて識別可能であり得る。例えば、いくつかの実施形
態において、電池は、電池の外周を均一に包含するバーコードであって、そのバーの各々
が電池の外周を円周方向に延在するバーコード、または電池の末端での１組の同心ストラ
イプ、円、もしくはカラーなどの、回転不変特徴に基づいて、識別可能であり得る。いく
つかの実施形態において、電池は、端子－缶電圧、内部抵抗、インピーダンス、または同
様の特性などの、その電気的特徴に基づいて、識別可能であり得る。端子－缶電圧とは、
本明細書では、電池のいずれかの電池端子と缶との間の電圧を意味することができる。
【００２２】
　電池識別システムの実施形態は、識別特徴を有する電池と、識別特徴に基づいて電池を
認識することができる感知ユニットと、を備えることができる。いくつかの実施形態にお
いて、電池識別システムは、参照によりその全体が本明細書に組み込まれている特許文献
１に開示するものなどの、電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置などの
識別装置において使用される。いくつかの実施形態において、電池自動販売機または電池
交換機は、機械と適合性があり、機械に受け入れ可能であり、機械に属し、または電池自
動販売機、電池交換機、もしくは他の電池受領装置の所有者もしくは販売業者によって所
有されるもしくは販売される機械上の検査ポートまたは受領ポートに挿入された電池を識
別することができる。電池自動販売機または電池交換機に不適合な電池を挿入すると、機
械の適正な動作が妨害され、機械の充電システムに悪影響を与え、または別の方法で困難
さを引き起こすことがある。いくつかの実施形態において、専有の電池自動販売機または
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電池交換機の所有者／操作者は、所有者／操作者がこれまでに用意した専有の電池だけを
交換したいと思うことがある。これまでに用意された電池だけを電池機械内に受け入れる
または交換されることを確実にするために、機械は、挿入された電池を識別する何らかの
システムを有することができる。
【００２３】
　単４形、単３形、単２形、単１形、または９Ｖ形などの電池は、一般に、電池缶を覆う
絶縁ジャケットを有する。有利には、この絶縁ジャケットは、電池製造業者が電池にマー
クを入れ、そのブランドを宣伝し、製品の詳細を提供し、および／または任意の他の所望
情報を表示するための領域をもたらす。絶縁ジャケットはまた、電気回路が、電池端子と
缶とにより不注意に確立された場合、電池缶との不注意による接触を防止することにより
、電気的な安全性をもたらし、不注意による電池の放電を防止する。電池缶は、一般に、
電池の正極または負極端子のいずれかと電気的に接触している。本明細書では、電池の正
極端子は、接地に対して正極を有する端子であり、電池の負極端子は、接地に対して負極
を有する端子である。再充電不可能、使い捨て可能、炭素亜鉛、またはアルカリ電池にお
いて、電池の正極端子は、通常、電池缶と直接電気的に接触し、缶は、負極端子から電気
的に絶縁されている、または、言い換えれば、電池内のセルまたはいくつかのセルによっ
て、負極端子から分離されている。したがって、正常な電池の缶と正極端子との間の電圧
測定は、一般に約ゼロボルトの測定値を生じる。同様に、正常な電池の缶と負極端子との
間で測られた電圧は通常、ゼロ以外の負電圧を生じる。電池端子が缶と直接電気的に接触
している場合、電池端子と缶にかかる電圧は、ゼロであり、抵抗は、同様にゼロであるは
ずである。しかし、場合によって、電圧または抵抗は、測定デバイスと端子および缶との
間の接続部の品質、測定デバイスの内部抵抗、または他の小さな変動により、正確にはゼ
ロではなく、略ゼロであることがある。
【００２４】
　ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、またはリチウムイオン
などの、再充電可能、再使用可能電池のいくつかの実施形態において、電池の負極端子は
、一般に、缶と直接電気的に接触しており、正極端子は、缶から電気的に絶縁されている
、または、言い換えれば、電池内のセルまたはいくつかのセルによって缶から分離されて
いる。したがって、正常な再充電可能電池の缶と正極端子との間で行われた電圧測定は、
ゼロ以外の正電圧を生じる。同様に、缶と負極端子との間で行われた電圧測定は、約０Ｖ
の電圧を生じる。使い捨て可能アルカリ電池のいくつかの実施形態において、缶と正極端
子との間の電圧測定は、略ゼロまたはゼロを示す。例えば、アルカリおよびニッケル水素
電池は、端子－缶電圧特性が異なる。大部分の再充電可能電池は、ニッケルカドミウムま
たはニッケル水素電池であり、大部分の使い捨て可能電池は、アルカリであるが、この特
性は、大部分の使い捨て可能電池と再充電可能電池とを区別するのに使用することができ
る。例えば、リチウムイオンおよびリチウムポリマー電池は、充電電圧が異なり（例えば
、３．６から３．７ボルト）、通常、一般的形状がＮｉＣｄおよびＮｉＭＨ、アルカリ、
および炭素亜鉛電池と異なる。端子－缶電圧は、異なる種類の使い捨て可能電池または異
なる種類の再充電可能電池を区別するのに使用することもできる。いくつかの実施形態に
おいて、電池は、端子－缶電圧測定に基づいて、使い捨て可能電池または再充電可能電池
のいずれかとして識別することができる。いくつかの実施形態において、この特性は、様
々な種類の再充電可能電池、例えば、ニッケル水素電池とアルカリ再充電可能電池とを区
別するのに使用することができる。
【００２５】
　使い捨て可能アルカリ電池および一部の再充電可能電池において、缶および端子の電気
的構成のため、缶と端子との間のインピーダンスまたは抵抗を測定し、電池の種類を区別
するのに使用することができる。例えば、アルカリおよびニッケル水素電池は、端子－缶
抵抗特性が異なる。大部分の再充電可能電池が、ＮｉＣｄまたはＮｉＭＨであり、大部分
の使い捨て可能電池が、アルカリまたは炭素亜鉛であるが、この特性は、大部分の使い捨
て可能電池と再充電可能電池とを区別するのに使用することができる。この特性は、異な
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る種類の使い捨て可能電池または異なる種類の再充電可能電池を区別するのにも使用する
ことができる。本明細書では、説明する電池が、一般的に直流（ＤＣ）を発生するので、
インピーダンスおよび抵抗という用語は、同じ意味で用いることができる。
【００２６】
　再充電不可能、使い捨て可能、アルカリ電池において、電池の正極端子は、通常、電池
缶と直接電気的に接触し、缶は、負極端子から電気的に絶縁され、または、言い換えれば
、電池内のセルまたはいくつかのセルによって、負極端子から分離されている。したがっ
て、正常な非再充電可能電池の缶と正極端子との間の抵抗測定は、一般に、ゼロまたは略
ゼロとなる。しかし、正常な電池の缶と負極端子との間で測られた抵抗は、一般に、高い
抵抗、例えば、９０ｍΩ超を生じる。正常な再充電不可能電池の正極端子と缶との間で測
られた電圧は、ゼロまたは略ゼロボルトを生じる。正常な再充電不可能電池の負極端子の
間で測られた電圧は、ゼロ以外の負電圧を生じる。
【００２７】
　再充電可能、再使用可能電池において、電池の負極端子は、一般に、缶と直接電気的に
接触し、正極端子は、缶から電気的に絶縁され、または、言い換えれば、電池内のセルま
たはいくつかのセルによって、缶から分離されている。したがって、正常な再充電可能電
池の缶と正極端子との間で行われた抵抗測定は、低い、ゼロ以外の値、例えば、約９０ｍ
Ω未満となる。しかし、正常な再充電可能電池の缶と負極端子との間で行われた抵抗測定
は、ゼロまたは略ゼロの抵抗を生じる。正常な再充電可能電池の正極端子と缶との間で行
われた電圧測定は、ゼロ以外の正電圧を生じる。同様に、正常な再充電可能電池の負極端
子と缶との間で行われた電圧測定は、ゼロまたは略ゼロボルトを生じる。異なる種類の電
池の電圧および抵抗の特徴のため、電池は、端子－缶抵抗および／または電圧測定に基づ
いて、使い捨て可能電池または再充電可能電池のいずれかとして識別することができる。
【００２８】
　上記の電圧および抵抗の特性と同様に、いくつかの実施形態において、測定または感知
された電流値は、再充電可能および再充電不可能電池を識別するのに使用することができ
る。
【００２９】
　図１を参照すると、電池１００は、第１端子１１０と、第２端子１２０と、缶（図示せ
ず）と、実質的に電池缶を覆う絶縁ジャケット１３０と、を備える。絶縁ジャケットは、
露出帯１４０を用いて形成される。露出帯１４０は、絶縁ジャケット１３０によって覆わ
れていない缶の露出部分である。露出帯１４０は、様々な幅と、サイズと、形状と、場所
と、を含むことができる。いくつかの実施形態において、露出帯１４０は、缶のすべてま
たは一部の周りを円周方向に延在する。露出帯１４０は、多くの様々な構成を有すること
ができる。例えば、露出帯は、電池缶の中央に配設することができる。いくつかの実施形
態において、露出帯１４０は、缶の中央から離してまたは電池の末端の近くに配設するこ
とができる。いくつかの実施形態において、露出帯は、幅を１／４インチ（６．３５ｍｍ
）とすることができる。いくつかの実施形態において、露出帯１４０は、幅を１／４イン
チ（６．３５ｍｍ）未満または幅を１／４インチ（６．３５ｍｍ）超とすることができる
。いくつかの実施形態において、露出帯は、１／１６インチ（１．５８７５ｍｍ）、１／
８インチ（３．１７５ｍｍ）、５／１６インチ（７．９３７５ｍｍ）、３／８インチ（９
．５２５ｍｍ）、７／１６インチ（１１．１１２５ｍｍ）、１／２インチ（１２．７ｍｍ
）、９／１６インチ（１４．２８７５ｍｍ）、５／８インチ（１５．８７５ｍｍ）、１１
／１６インチ（１７．４６２５ｍｍ）、３／４インチ（１９．０５ｍｍ）、１３／１６イ
ンチ（２０．６３７５ｍｍ）、７／８インチ（２２．２２５ｍｍ）、１５／１６インチ（
２３．８１２５ｍｍ）、１インチ（２５．４ｍｍ）、１－１／４インチ（３１．７５ｍｍ
）、１－１／２インチ（３８．１ｍｍ）、１－３／４インチ（４４．４５ｍｍ）、または
記述した値未満、記述した値の間、または記述した値を超える任意の寸法とすることがで
きる。いくつかの実施形態において、絶縁ジャケット１３０は、１つまたはいくつかの露
出帯１４０を備えることができる。いくつかの実施形態において、絶縁ジャケット１３０



(10) JP 6214629 B2 2017.10.18

10

20

30

40

50

は、電池１００上の固有の放射状および／または軸方向位置に配置された複数の露出帯１
４０を備えることができる。露出帯１４０は、電池缶と電気的に接触するためのアクセス
（access）を提供することができ、したがって、電気的測定を、電池缶と第１端子１１０
または第２端子１２０のいずれかとの間で、行うことができる。いくつかの実施形態にお
いて、露出帯１４０は、電池１００の端面から離した位置に配設することができる。図１
に示すように、露出帯は、一方の端子より他方の端子に、より近くに配置することができ
る。複数の露出帯１４０がある場合、それらの場所は、正極端子および負極端子の向きを
任意選択で、または電気機械的に確認するのに、および、必要な場合は、検査または充電
の前に、電池を機械的に再配向する手助けをするのに、使用することができる。
【００３０】
　いくつかの実施形態において、電池は端子－端子電圧または抵抗を測ることによって、
識別することができる。例えば、正常な充電されたアルカリ電池において、第１端子と第
２端子１２０との間で行われた電圧測定は、約１．５ボルトとすることができ、端子－端
子抵抗は、約９０ｍΩ超とすることができる。正常な、充電されたＮｉＭＨまたは再充電
可能電池において、端子－端子電圧は、約１．２ボルトとすることができ、端子－端子抵
抗は、約９０ｍΩ未満とすることができる。
【００３１】
　図２は、電池メータ２８０と露出端面との電気的接続部を有する電池２００の一実施形
態の側面図を示す。電池２００は、電池２００の端面にまたは端面の近くに配置された露
出帯を備える。電池２００は、絶縁ジャケット２３０と、電気的接続部２８５の１つを介
して電池メータ２８０に電気的に接触している第１端子２１０と、電気的接続部２８５の
別の１つを介して電池メータ２８０に電気的に接触している第２端子２２０と、電気的接
続部２８５の第３の１つを介して電池メータ２８０に電気的に接触している露出帯２４０
と、を備える。いくつかの実施形態において、電池自動販売機または電池交換機は、電池
メータ２８０と、電気接続部２８５と、を備えることができる。電池２００が、電池自動
販売機または交換機に挿入されたとき、自動販売機または交換機は、電池を検査ポート（
図示せず）中に受け取って、電池と電気的接続部２８５との、したがって電池メータ２８
０との電気的接触を保持する。
【００３２】
　電池検査ポートは、単一方向に電池を受け入れるような形状にする、または受け入れる
ように別の方法で構成することができる。例えば、検査ポートは、第１端子２１０の隆起
した部分を受けるようなサイズになされた一端に、凹んだ部分を有することができる。い
くつかの実施形態において、露出帯１４０または露出帯２４０は、正極端子２１０および
負極端子２２０の両方から等距離とはならないように、電池の長さ方向に沿った場所に配
設することができる。例えば、図１に示すように、露出帯１４０は、正極端子１１０およ
び負極端子１２０から等距離でない。電池を適正な向きで検査ポート中に入れたとき、露
出帯１４０、２４０に接触するように構成された電気的接続部２８５は、電池１００、２
００の缶に電気的に接触している。電池が不適正な向きで挿入された場合、露出帯１４０
、２４０に接触するように構成された電気的接続部２８５の１つは、電池１００、２００
の缶に電気的に接触していない。この構成により、検査ポートに不適正に挿入された電池
を拒絶することが可能になる。電池が不適正な向きで挿入された場合、正極端子２１０に
接触するように構成された電気的接続部は、実際に、負極端子２２０に接触するように構
成された電気的接続部２８５の１つに電気的に接触することができ、逆も同様である。し
たがって、電圧または抵抗測定は、電池を確実に不適正に識別することがある。露出帯１
４０、２４０を正極端子１１０、２１０および負極端子１２０、２２０から等距離でない
位置に配設することによって、不適正に挿入された電池は、いずれかの端子と露出帯１４
０、２４０との間でゼロまたは略ゼロボルトを示し、いずれかの端子と露出帯１４０、２
４０との間で高い抵抗を示す。この場合、電池メータは、検査ポートに誤って挿入された
どのような電池も、確実に識別しない。電池メータが、この特定の状況を示す場合、電池
自動販売機、電池交換機、または他の電池受領デバイスは、電池が不適正に検査ポートに



(11) JP 6214629 B2 2017.10.18

10

20

30

40

50

挿入されているとの指示を行うことができる。
【００３３】
　いくつかの実施形態において、電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領デバ
イスは、２対の電気的接続部を有することができ、したがって、機械は、向きにかかわら
ず、識別検査を実施することができる。どちらの対の接続部が作動しているかに基づいて
、検査ポート内で電池がどちらの向きに配設されているかを指示することができる。
【００３４】
　いくつかの実施形態において、電池が誤った向きで挿入された場合、電池自動販売機、
電池交換機、または他の電池受領装置は、機械的要素を使用して電池を再配向するように
構成することができる。電池が誤って挿入された場合、機械内の検査ポートは、必要に応
じ、回転して、電池メータ２８０との適正な接続が確実になされる。いくつかの実施形態
において、電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置は、電池を取り外し、
電池を正しい向きに回転させ、検査スロット内の電池を交換する機械的デバイスを備える
ことができる。
【００３５】
　いくつかの実施形態において、電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置
は、不適正に挿入された電池を検知し、電気的接続部２８５を不適正な向きの電池に合致
するように再構成することができる。いくつかの実施形態において、電池メータ２８０は
、電池の向きを検知し、それに応じて識別パラメータを調整することができる。例えば、
電池が予期する向きとは反対の向きで挿入された場合、電池メータ２８０は、不適正な向
きを感知し、または向きが不適正であるとの信号を受け取ることができる。電池メータ２
８０は、必要に応じ、２点シグネチャの電圧または抵抗を読み取って、電池を確実に識別
することができる。
【００３６】
　例示のみとして、上記のように、第１端子２１０は、正極端子と呼ぶことができ、第２
端子２２０は、負極端子と呼ぶことができる。正極端子は、正極を有するものとし、負極
端子は、負極を有するものとする。第１端子２１０を正極端子と指定し、第２端子２２０
を正極端子と指定することは、説明を容易にするだけのためであることを、当業者は理解
するであろう。実際には、第１端子２１０および第２端子２２０における電圧の極性は、
変わることがある。いくつかの実施形態において、電池２００を電池自動販売機または電
池交換機上またはそれらの内に配置され得る検査ポート中に受け取ったとき、電池メータ
２８０は、第１端子２１０と露出帯２４０との間の電圧を測定することができる。いくつ
かの実施形態において、電池メータ２８０は、第１端子２１０と露出帯２４０との間の抵
抗またはインピーダンスを、測定することができる。いくつかの実施形態において、電池
メータ２８０は、第１端子２１０と露出帯２４０との間の電圧および抵抗の両方を、測定
することができる。
【００３７】
　いくつかの実施形態において、電池メータ２８０は、第２端子２２０と露出帯２４０と
の間の電圧を測定することができる。いくつかの実施形態において、電池メータ２８０は
、第２端子２２０と露出帯２４０との間の抵抗またはインピーダンスを、測定することが
できる。いくつかの実施形態において、電池メータ２８０は、第２端子２２０と露出帯２
４０との間の電圧および抵抗の両方を、測定することができる。いくつかの実施形態にお
いて、電池メータ２８０は、第１端子２１０と露出帯２４０との間および第２端子と露出
帯２４０との間の両方の電圧を、測定することができる。いくつかの実施形態において、
電池メータ２８０は、第１端子２１０と露出帯２４０との間および第２端子と露出帯２４
０との間の両方の抵抗を、測定することができる。第１端子２１０と露出帯との間および
第２端子と露出帯２４０との間の両方の特性の測定は、電池の「２点シグネチャ」と呼ぶ
ことができる。第１端子２１０と露出帯２４０との間および第２端子２２０と露出帯２４
０との間の両方で測定された電池の特性が、電圧である場合、これを「２点シグネチャの
電圧」と呼ぶことができる。特性が抵抗である場合、これを「２点シグネチャの抵抗」と
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呼ぶことができる。特性が電流である場合、これを「２点シグネチャの電流」と呼ぶこと
ができる。
【００３８】
　２点シグネチャの電圧および２点シグネチャの抵抗を評価することにより、電池を確実
に識別することができる。いくつかの実施形態において、電池は、以下の２点シグネチャ
の電圧を有する場合、確実に識別され得る。すなわち、第１端子２１０（正極端子）から
露出帯２４０までの電圧が、ゼロ以外の正電圧であり、第２端子２２０（負極端子）から
露出帯２４０までの電圧が、約ゼロである。正常なアルカリ電池２００は、２点シグネチ
ャの電圧が、以下の通りである場合、拒絶され得る。すなわち、第１端子２１０（正極端
子）から露出帯２４０までの電圧が、ゼロまたはほんどゼロであり、第２端子２２０（負
極端子）から露出帯２４０までの電圧が、ゼロ以外の負電圧である。
【００３９】
　いくつかの実施形態において、正常な電池２００は、以下の２点シグネチャの抵抗を有
する場合、確実に識別され得る。すなわち、第１端子２１０（正極端子）と露出帯２４０
との間の抵抗が低く、例えば、約９０ｍΩ未満であり、第２端子２２０（負極端子）と露
出帯２４０との間の抵抗が、ゼロまたは略ゼロである。正常な電池２００は、２点シグネ
チャの抵抗が以下の通りである場合、拒絶され得る。すなわち、第１端子２１０（正極端
子）と露出帯２４０との間の抵抗が、ゼロまたは略ゼロであり、第２端子２２０（負極端
子）と露出帯２４０との間の抵抗が高く、例えば、約９０ｍΩを超える。
【００４０】
　一部の状況において、露出帯がない電池は、識別のために提示することができる。この
状況において、電池２００上の露出帯２４０に対応する電気的接続部は、電池の絶縁ジャ
ケットに接触している。その結果、電池メータ２８０は、正極端子と通常露出帯に対応す
る電気的接続部との間および負極端子と通常露出帯に対応する電気的接続部との間の両方
において、ゼロまたは略ゼロの電圧を示す。同様に、上記と同じ個所の間で電池メータ２
８０によって測定された抵抗は、開路状態の抵抗に相当する大きな値となる。いくつかの
実施形態において、これらの２点シグネチャを有する電池は、拒絶される。
【００４１】
　２点シグネチャの使用に加えて、電池２００に関連した露出帯２４０の使用により、電
池２００に関する追加情報を得ることができる。いくつかの実施形態において、例えば、
単一の露出帯２４０のサイズおよび／または位置は、電池２００に関する追加情報を提供
することができ、例えば、コンピュータ可読コードを備えることができる。この情報は、
例えば、電池の識別、電池の種類、電池の製造情報、または任意の他の所望の情報を含む
ことができる。いくつかの実施形態において、これらの露出帯２４０は、電池２００に一
意的に軸方向および／または放射状に配置することができる。いくつかの実施形態におい
て、電池メータ２８０は、電池２００に配置された露出帯２４０の各々の特性を検知する
ことができ、これらの検知された特性は、電池２００に関連した情報を決定するのに使用
することができる。
【００４２】
　ＮｉＭＨ電池は、同じサイズの標準的なアルカリ電池と比較して、ニッケル、鉄、およ
び希土類元素などの、より高濃度の磁性金属を有することができる。したがって、ＮｉＭ
Ｈ電池は、ＮｉＭＨセルを標準的なアルカリ電池から区別するために磁石を使用して識別
することができる。この技法は、磁界の強度または印加磁界への電池の作用を測定するこ
とにより電池自動販売または交換機に採用することができる。いくつかの実施形態におい
て、ＮｉＭＨ電池は、その磁気特性に基づいて識別することができる。
【００４３】
　いくつかの実施形態において、電池は、絶縁ジャケット上の回転不変記号またはマーク
によって識別することができる。図３は、中間位置に回転不変識別バーコードを有する電
池３００の一実施形態を示す。電池３００は、回転不変バーコード３５０を備えた絶縁ジ
ャケット３３０を備える。バーコード３５０は、絶縁ジャケット３３０に印刷し、絶縁ジ
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ャケット３３０と一体に形成し、または別の方法で絶縁ジャケット３３０の一部とするこ
とができる。バーコード３５０は、多くの一般に知られた一次元バーコードプロトコルの
１つであり得る。例えば、バーコード３５０は、www.reclectronica.comに所在するRC El
ectronicaからファーマコード仕様書で公表されたファーマコードプロトコルを使用する
ことができる。一次元バーコードは、全体的に、均一に電池の外周または周囲を包含する
ように構成することができるので、バーコードは、バーコード３５０に垂直の軸を中心と
した回転位置にかかわらず読み取ることができる。ファーマコードバーコードは、２つか
ら１６までのバーを使用し、各バーは、広いかまたは狭いかのいずれかである。バーは、
２進法で数を符号化する。いくつかの実施形態において、電池３００は２つのバーのファ
ーマコードを有することができる。電池にファーマコードを使用することにより、電池ジ
ャケットに最小量の空間が占有される点において有利であり得る。いくつかの実施形態に
おいて、２つのバーのファーマコードは、有利には、電池ジャケットの最小領域を占有す
ることができる。いくつかの実施形態において、電池は、３つ以上のバーのファーマコー
ドを有することができる。ファーマコードで符号化された数は、電池自動販売機または電
池交換機内のスキャナによって読み取ることができる。いくつかの実施形態において、す
べての電池は、同じファーマコードを有することができ、ファーマコードの存在は、電池
を確実に識別するのに十分である。いくつかの実施形態において、異なるサイズの電池、
例えば、単３形、単４形、単２形、単１形、９Ｖ形は、電池を確実に識別するために、ま
た電池自動販売機、電池交換機または他の電池受領装置が取り込んだおよび／または販売
した電池の数量および在庫を追跡することを可能にするために、ファーマコードで符号化
された異なる数を有することができる。いくつかの実施形態において、各電池は、各電池
を確実に識別し追跡するために使用される固有のバーコードまたは記号を有することがで
きる。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、回転不変画像を有する電池は、電池自動販売機または電
池交換機における識別のために提示することができる。電池３００は、検査ポートに挿入
することができ、検査ポートはバーコードスキャナを備える。電池３００に回転変動マー
クまたは記号があった場合、検査ポート内のバーコードスキャナは、バーコードを読み取
ることができない。回転不変バーコード３５０を備える電池３００は、少なくともバーコ
ード３５０の一部がバーコードスキャナで読み取り可能なので、検査ポート内のその向き
にかかわらず識別することができる。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、電池は、１つより多くの識別特徴を有することができる
。例えば、図４は、絶縁ジャケット４３０と、露出帯４４０と、回転不変バーコード４５
０とを備えた電池４００を示す。いくつかの実施形態において、電池自動販売機、電池交
換機、または他の電池受領装置は、回転不変マーク、記号、またはバーコードに基づいて
電池を識別するための能力だけを有することができる。いくつかの実施形態において、電
池自動販売機または電池交換機は、２点シグネチャに基づいて電池を識別するための能力
だけを有することができる。いくつかの実施形態において、電池自動販売機、電池交換機
、または他の電池受領ユニットは、２点シグネチャ、回転変動マーク、および回転不変マ
ークを感知することができる。電池４００など、１つより多くの識別特徴を有する電池は
、電池自動販売機または電池交換機に採用された識別システムにかかわらず、電池自動販
売機または電池交換機に使用することができる。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、電池は、端面または端子に配設された回転不変の視覚的
に識別可能なパターンを有することができる。図５Ａは、視覚的に識別可能な同心リング
を有する電池５００の一実施形態の端面図を示す。電池５００は、第１端子５１０と、第
１同心リング５６０と、第２同心リング５６５と、を備える。絶縁ジャケット５３０は、
端面部分５７０を備える。同心リングのパターンは、視覚的に識別可能である。同心リン
グ５６０および同心リング５６５は、特定のカラーパターン、陰影パターン、幅パターン
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、マーキングパターン（例えば、点線、破線など）、または他の視覚的に識別可能なパタ
ーンを備えることができる。同心リング５６０および同心リング５６５の視覚的に識別可
能なパターンは、絶縁ジャケット５３０の端面部分５７０をさらに備えることができる。
いくつかの実施形態において、同心リング５６０および同心リング５６５は、第２端子５
２０の周りまたは近くに配設することができる。いくつかの実施形態において、同心リン
グ５６０および同心リング５６５は、電池のいずれかの端面または端子の上またはその周
りに配設することができる。いくつかの実施形態において、同心リング５６０および同心
リング５６５は、端面および端子の両方の上またはその周りに配設することができる。い
くつかの実施形態において、電池５００は、電池自動販売機または電池交換機など識別装
置において識別するために提示される。識別装置は、検査ポートと、視覚的スキャナ、カ
メラ、バーコードリーダ、または電池を視覚的に識別するように構成された他のデバイス
とを備えることができる。電池を確実に識別するパターン、画像、または記号のデータベ
ースが、識別装置によって参照され得る。データベース内に収められた確実に識別可能な
画像を備える電池は、識別装置によって受け入れられ、確実に識別可能な画像のない電池
は、拒絶され得る。
【００４７】
　図５Ｂは、放射状のバーコードを有する電池の一実施形態の端面図を示す。図示するよ
うに、電池５００は、端面に回転不可知の放射状バーコードを有する。放射状バーコード
は、正極端子５１０の中心から放射状に広がる、スキャン可能な区分を有する。いくつか
の実施形態において、放射状バーコードは、負極端子に配置することができる。区分の幅
を互い違いにすることにより、コードは、各電池の端面にプログラムすることができる。
いくつかの実施形態において、固有のバーコードが、電池の種類もしくはサイズまたは電
池の原産地を符号化するのに使用され得る。いくつかの実施形態において、個々の電池は
、それら自体の個々の識別子を有することができる。各電池に固有の識別子またはバーコ
ードを割り当てることにより、電池自動販売機、電池交換機または他の電池受領装置は、
特定の電池に関連したアカウントを識別することができ、固有の識別子またはバーコード
に基づいてアカウント情報を更新または貸方に記入することができ得る。
【００４８】
　電池５００は、端面に配置された回転不可知のＱＲコード（登録商標）または他の二次
元コードを有することができる。図５Ｃは、迅速認識（ＱＲ）コード５５２と大容量カラ
ーバーコード（ＨＣＣＢ）５５３とを有する電池の一実施形態の端面図を示す。ＱＲコー
ド（登録商標）５５２、ＨＣＣＢ５５３、または他の二次元バーコードは、軸を中心とし
た電池の回転に応じて異なるように見えることがあるが、しかし、電池自動販売機、電池
交換機、または他の電池受領装置は、軸を中心とした電池の回転にかかわらず二次元バー
コードを読み取り解釈することができる。したがって、二次元バーコードは、回転不可知
であり得る。各電池は、固有のＱＲコード（登録商標）、大容量カラーコード、または他
の二次元コードを有することができる。電池が販売されまたは供給されたとき、電池のバ
ーコードは、アカウント、取引、顧客、購入者、使用者、借用者、または他の実体に関連
する。電池が電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置に返却されたとき、
電池は、その固有のコードによって識別され、アカウント、取引、顧客、借用者、購入者
、使用者、または他の実体は、特定の取引に基づいてアクセスされ、貸方に記入、または
借方に記入され得る。いくつかの実施形態において、アカウント名義人は、自分を識別さ
せるためにいかなる個人情報も電池交換機、電池自動販売機、または他の電池受領装置に
入力しなくてよく、アカウント名義人は、各電池の端面上の固有の回転不可知コードおよ
びそのアカウントへの関連に基づいて自動的に識別されることになる。
【００４９】
　図５Ｄは、放射状のＱＲコード（登録商標）を有する電池の一実施形態の端面図を示す
。いくつかの実施形態において、電池５００は、電池の端面に配設された放射状のＱＲコ
ード（登録商標）５５４を有することができる。図示するＱＲコード（登録商標）５５４
などの二次元バーコードは、電池情報を符号化し、本明細書の他の部分で説明するように
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アカウントに関連し得る。いくつかの実施形態において、ＱＲコード（登録商標）５５４
は、本明細書の他の部分で説明するように、ＨＣＣＢまたは他の種類の二次元バーコード
でもよい。
【００５０】
　いくつかの実施形態において、絶縁ジャケット５３０の端面部分５７０は、同心リング
５６０および同心リング５６５と共に、円形のファーマコードパターンを備えることがで
きる。端面部分５７０ならびに同心リング５６０および同心リング５６５は、ファーマコ
ードパターンにより幅が変わることがある。バーコードスキャナは、円形ファーマコード
の一部または全部を読み取り、電池５００を確実に識別するまたは拒絶する識別装置の検
査ポート内に構成することができる。ファーマコードは、本明細書の他の部分で説明する
ように構成され得る。
【００５１】
　図６は、露出した缶の複数領域をもつ絶縁ジャケットを有する電池の一実施形態を示す
。いくつかの実施形態において、電池６００の絶縁ジャケット６３０は、複数の露出領域
６４０を備えることができる。露出領域６４０は、電池６００の周囲にパターン状にまた
は特定の構成で配置することができる。電池６００が挿入される電池自動販売機、電池交
換機、または他の電池受領装置は、電池メータ６８０と複数の電気的接続部６８５を備え
ることができる。複数の電気的接続部６８５は、電池６００の缶の端に沿って配置するこ
とができる。電池６００は、軸に沿って、例えば、正極端子６１０と負極端子６２０とを
通り抜ける軸に沿って、回転することができる。電池６００が回転するにつれて、複数の
露出領域６４０が回転し、複数の電気的接続部６８５の１つまたは複数が複数の露出領域
６４０の１つまたは複数および絶縁ジャケット６３０に交互に接触する。電池６００が回
転し、複数の電気的接続部が複数の露出領域６４０を介して交互にまたは断続的に電池缶
に接触するにつれて、具体的な電圧パターンが電池メータ６８０によって検知され得る。
この具体的な電圧パターンは、複数の電気的接続部の間の間隔において検知された高電圧
および低電圧の変動する、時間依存性パターンを備えることができる。具体的な電圧パタ
ーンは、電池６００を確実に識別するのに使用することができる。具体的な電圧パターン
は、情報を符号化することができる。様々なパターンを様々な電池に採用して、サイズ、
種類、原産地、製造日、製造ロット番号、製造場所、または他の所望のパラメータもしく
はデータなど、具体的な電池に関する情報を伝達することができる。具体的な電圧パター
ンが電池を確実に識別する場合、電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置
は、本明細書の他の部分で説明するように、ステップを実施し、または動作を行うことが
できる。
【００５２】
　電池が挿入され、回転され、電池メータ６８０が具体的な電圧パターンを検知しない場
合、あるいは、電圧パターンが認識可能な電圧パターンに対応しない場合、電池は拒絶さ
れ得る。電池が拒絶された場合、電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置
は、本明細書の他の部分で説明するように、ステップを実施し、または動作を行うことが
できる。
【００５３】
　図７は、電池を識別するプロセスの一実施形態を示す。いくつかの実施形態において、
図示された電池を評価し識別する方法を、電池自動販売機または電池交換機、または他の
電池受領装置に内蔵された識別ユニットによって自動的に実施することができる。電池自
動販売機または電池交換機、または他の電池受領装置は、検査ポートと、プロセス７００
の動作を実施し、実行し、または命令するように構成された制御ユニットとを備えること
ができる。制御ユニットは、使用者からの入力、遠隔信号、または検査ポート内の電池の
受領からなどの入力があり次第実行可能な１組のソフトウェア命令を備えることができる
。
【００５４】
　ブロック７１０において、電池が電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装
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置中に受け取られる。電池が受け取られると、制御ユニットは、ブロック７２０において
電池識別プロセスを開始する。電池開始プロセスは、判定状態７３０に進む。判定状態７
３０において、制御ユニットは、電池が電池を確実に識別する識別特徴を備えているかど
うかの決定を命令する。
【００５５】
　電池が識別特徴によって確実に識別されない場合、電池は、ブロック７４０において拒
絶される。電池が拒絶された場合、制御ユニットは、拒絶された電池を拒絶電池用の保管
領域内に収納するステップまたは電池を廃棄物容器内に収納するステップを命令する。い
くつかの実施形態において、拒絶された電池は、電池自動販売機、電池交換機または電池
受領装置中に取り込むことができないが、排出し、電池を検査ポート中に収納した当事者
に返却することができる。
【００５６】
　拒絶に続いて、ブロック７４５において、制御ユニットは、拒絶を伝達するステップを
命令することができる。例えば、電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置
は、拒絶の指示を生成するように命令され得る。指示は、可聴音、警報、もしくは発話な
ど可聴または視覚的指示でよい。いくつかの実施形態において、視覚的指示は、挿入され
た電池が拒絶され、クライアントのアカウントが何も貸方に記入されなかったことを示す
光、図形表示、またはテキストでよい。制御ユニットは、有線またはワイヤレスネットワ
ークを介してセントラルサーバ、他の電池受領装置、または他の当事者に拒絶の通信をす
るようにさらに命令することができる。
【００５７】
　電池が判定状態７３０において確実に識別された場合、ブロック７５０において、電池
は受け入れられる。電池が受け入れられたとき、電池は、受け入れ電池保管領域に収納し
、あるいは電池自動販売機または電池交換機内の内部充電ユニットに挿入することができ
る。電池を受け入れると、制御ユニットは、電池自動販売機、電池交換機、または他の電
池受領装置に受け入れの指示を生成するように命令する。指示は、可聴または視覚的指示
でよい。例えば、電池自動販売機または電池交換機は、可聴音、警報、または発話を生成
することができる。いくつかの実施形態において、視覚的指示は、挿入された電池が受け
入れられ、クライアントのアカウントが貸方に記入されたことを示す光、図形表示、また
はテキストでよい。いくつかの実施形態において、制御ユニットは、有線またはワイヤレ
スネットワークを介してセントラルサーバ、他の電池受領装置、または他の当事者に受け
入れの通信をするようにさらに命令することができる。
【００５８】
　図８は、電気特性を使用して電池を識別するプロセスの一実施形態を示す。いくつかの
実施形態において、電池を評価し識別するこの方法は、電池自動販売機、電池交換機、ま
たは他の電池受領装置に内蔵された識別ユニットによって自動的に実施することができる
。電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置は、検査ポートと、プロセス８
００の動作を実施し、実行し、または命令するように構成された制御ユニットとを備える
ことができる。制御ユニットは、使用者からの入力、遠隔信号、または検査ポート内の電
池の受領からなどの入力があり次第実行可能な１組のソフトウェア命令を備えることがで
きる。
【００５９】
　ブロック８１０において、電池が検査ポート中に受け取られ、電池識別プロトコルまた
はプロセスが開始される。ブロック８２０において、識別ユニットは、検査プロトコルま
たは電池識別プロセスを開始する。識別ユニットは、本明細書の他の部分で説明するよう
に、電池メータなどの感知デバイスを備えることができる。
【００６０】
　判定状態８３０において、識別ユニットは、本明細書の他の部分で説明するように、検
査ポート内の電池の２点シグネチャの抵抗を測定する。電池が確実に識別されなかった場
合、ブロック８４０において、電池は拒絶される。例えば、２点シグネチャの抵抗が制御
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ユニット内または制御ユニットによってアクセス可能なデータベース内に格納された２点
シグネチャの抵抗基準に一致しない場合、電池を確実に識別することができない。拒絶さ
れた電池は、廃棄する、廃棄物容器内に収納する、または保管領域内に収納して後で処分
することができる。例えば、正極端子と缶との間の抵抗がゼロまたはゼロ近くである場合
、あるいは負極端子と缶との間の抵抗が９０ｍΩ超である場合、電池を拒絶することがで
きる。いくつかの実施形態において、電池を識別するプロセスは、１つ端子－缶抵抗だけ
など、電池の単一の電気特性だけを測定するステップを含むことができる。測定された端
子－缶抵抗が測定され、確実な識別のための基準に合わなかった場合、電池は拒絶され得
る。
【００６１】
　電池が拒絶された場合、ブロック８４５において、制御ユニットは、電池自動販売機、
電池交換機、または他の電池受領装置に拒絶の指示を生成するように命令することができ
る。指示は、可聴または視覚的指示でよい。例えば、電池自動販売機または電池交換機は
、可聴音、警報、または発話を生成することができる。いくつかの実施形態において、視
覚的指示は、挿入された電池が拒絶され、クライアントのアカウントが何も貸方に記入さ
れなかったことを示す光、図形表示、またはテキストでよい。
【００６２】
　判定状態８３０において、本明細書の他の場所で説明するように、２点シグネチャの抵
抗が電池を確実に識別する場合、プロセスは、判定状態８５０に進む。判定状態８５０に
おいて、識別ユニットは、検査ポート内の電池の２点シグネチャの電圧を測定する。２点
シグネチャの電圧が電池を確実に識別しない場合、電池は廃棄され、廃棄物容器内に収納
され、および／または保管領域内に収納されて後で処分され得る。例えば、２点シグネチ
ャの電圧が制御ユニット内または制御ユニットによってアクセス可能なデータベース内に
格納された２点シグネチャの電圧基準に一致しない場合、電池を確実に識別することがで
きない。
【００６３】
　いくつかの実施形態において、電池は、電池缶の複数の露出領域の電圧を検知するステ
ップに基づいて電圧シグネチャを使用して確実に識別することができる。本明細書の他の
部分で説明するように、電池が検査ポート内で回転するにつれて、複数の電気的接続部が
識別ユニットによって確実に識別される電圧シグネチャを検知した場合、電池は確実に識
別される。
【００６４】
　電池が判定状態８５０において確実に識別されない場合、電池はブロック８６０におい
て拒絶される。例えば、正極端子と缶とにかかる電圧がゼロまたは略ゼロボルトである場
合、および負極端子と缶とにかかる電圧がゼロ以外の負電圧である場合、電池は拒絶され
得る。いくつかの実施形態において、電池を識別するプロセスは、１つ端子－缶電圧だけ
など、電池の単一の電気特性だけを測定するステップを含むことができる。測定された端
子－缶電圧が測定され、確実な識別のための基準に合わない場合、電池は拒絶され得る。
【００６５】
　電池が２点シグネチャの電圧を使用して確実に識別される場合、ブロック８７０におい
て、電池は受け入れられる。電池が受け入れられたとき、電池は、受け入れ保管領域内に
収納し、あるいは電池自動販売機または電池交換機内の内部充電ユニットに挿入すること
ができる。ブロック８８０において、電池を受け入れ次第、制御ユニットは、電池自動販
売機、電池交換機、または他の電池受領装置に受け入れの指示を生成するように命令する
ことができる。指示は、可聴または視覚的指示でよい。例えば、電池自動販売機または電
池交換機は、可聴音、警報、または発話を生成することができる。いくつかの実施形態に
おいて、視覚的指示は、挿入された電池が受け入れられ、クライアントのアカウントが貸
方に記入されたことを示す光、図形表示、またはテキストでよい。
【００６６】
　図９は、視覚的識別特徴を使用して電池を識別するプロセスを示す。いくつかの実施形
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態において、図示された電池を評価し識別する方法は、電池自動販売機、電池交換機、ま
たは他の電池受領装置に内蔵された識別ユニットによって自動的に実施することができる
。電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置は、検査ポートと、プロセス９
００の動作を実施し、実行し、または命令するように構成された制御ユニットとを備える
ことができる。制御ユニットは、使用者からの入力、遠隔信号、または検査ポート内の電
池の受領からなどの入力があり次第実行可能な１組のソフトウェア命令を備えることがで
きる。
【００６７】
　ブロック９１０において、電池が電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装
置中に受け取られる。電池が受け取られると、制御ユニットは、ブロック９２０において
、電池識別プロセスを開始する。電池識別プロセスは、判定状態９３０に進む。識別ユニ
ットは、回転不変または回転変動マーク、記号、またはコードを識別し符号化することが
できる視覚的スキャナを備えることができる。識別ユニットは、ファーマコードまたは他
の一次元もしくは二次元バーコードを読み取るように構成されたバーコードスキャナを備
えることができる。識別ユニットは、ロゴ、テキスト、バーコード、数、または他の記号
など、回転変動、回転不変、もしくは回転不可知のマークまたは記号を識別することがで
きる光学式スキャナを備えることができる。
【００６８】
　いくつかの実施形態において、電池識別プロセスが開始された後、判定状態９３０にお
いて、識別ユニットは、電池をスキャンして電池の絶縁ジャケット上のファーマコードま
たは電池の末端の一方の上のバーコードなど、回転不変マークまたは記号を検知すること
ができる。いくつかの実施形態において、電池にファーマコードがない場合、または検知
されたファーマコードが制御ユニット内または制御ユニットがアクセスできるデータベー
ス内に格納されたファーマコードに対応しない場合、ブロック９４０において、電池を拒
絶することができる。電池を拒絶し次第、電池自動販売機、電池交換機、または他の電池
受領デバイスは、ブロック９４５において拒絶を伝達することができる。これには、電池
を廃棄する、可聴もしくは視覚的指示を提供する、および／またはサーバもしくは他の端
末とのネットワークにおいて伝達するなどの、本明細書の他の部分で説明する動作を行う
ステップを含むことができる。
【００６９】
　電池が確実に識別された場合、プロセス９００は判定状態９５０に進む。この判定状態
９５０において、電池は、ロゴ、記号、バーコード、単語、および他の同様のマークなど
、回転変動または回転不可知の識別マークを認識することができる光学式スキャナを用い
てスキャンすることができる。これらの識別マークの回転変動性のため、光学式スキャナ
は、識別マークの小さな薄片または区分を認識し、電池を確実に識別するマークが電池に
ないかどうかを推定して決定するように構成することができる。光学式スキャナが電池を
確実に識別しない場合、電池はブロック９６０において拒絶される。電池を拒絶し次第、
電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領デバイスは、ブロック９６５において
拒絶を伝達することができる。これには、電池を廃棄する、可聴もしくは視覚的指示を提
供する、および／またはサーバもしくは他の端末とのネットワークにおいて伝達するなど
の、本明細書の他の部分で説明する動作を行うステップを含むことができる。
【００７０】
　光学式スキャナが電池を確実に識別した場合、プロセスは、ブロック９７０に移動し、
電池が返却のために受け入れられる。電池を受け入れた後、制御ユニットはブロック９８
０において電池の受け入れを伝達するステップを命令することができる。
【００７１】
　電池を受け入れ次第、制御ユニットは、電池自動販売機、電池交換機、または他の電池
受領装置に受け入れの指示を生成するように命令することができる。指示は、可聴または
視覚的指示でよい。例えば、電池自動販売機または電池交換機は、可聴音、警報、または
発話を生成することができる。いくつかの実施形態において、視覚的指示は、挿入された
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電池が受け入れられ、クライアントのアカウントが貸方に記入されたことを示す光、図形
表示、またはテキストでよい。
【００７２】
　いくつかの実施形態において、電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置
は、有線またはワイヤレスネットワークにおいて他のユニットと伝達することができ得る
。電池自動販売機、電池交換機、または他の電池受領装置は、別の自動販売もしくは交換
機、セントラルサーバ、または充電ハブに、電池が受け取られ、拒絶されたこと、または
電池が受け入れられ、充電されており、充電に利用可能であり、および／またはクライア
ントのアカウントへの貸方記入を請求していることを伝達することができる。いくつかの
実施形態において、通信は、電池の測定された電気的特徴、および／またはバーコード識
別番号を含むことができる。
【００７３】
　プロセス７００、８００、および９００のステップは、記述された順序で実施しなくて
もよいこと、またはすべてのステップを実施しなくてもよいことが当業者には分かるであ
ろう。いくつかの実施形態において、識別ユニットは、２点シグネチャの抵抗または２点
シグネチャの電圧だけを検査することができる。いくつかの実施形態において、識別ユニ
ットは、回転不変バーコードだけをスキャンすることができる。識別プロセスは、様々な
識別ステップを様々な方法で組み合わせたいくつかの順列を用いて実施することができる
。いくつかの実施形態において、プロセス７００、８００、および／または９００の様々
なステップを組み合わせることができる。
【００７４】
　図１０は、再充電可能電源ユニットの一実施形態の切断図を示す。再充電可能電源ユニ
ット１０００は、外部ケーシング１０１０と、１つまたは複数のセル１０２０と、セルコ
ネクタ１０３０と、電源入力／出力モジュール１０４０と、出力ポート１０５０と、入力
ポート１０６０とを備える。外部ケーシング１０１０は、再充電可能電源ユニット１００
０の内部構成部品を収容し、内部構成部品の支持をもたらす。外部ケーシング１０１０は
、プラスチック、合成物、炭素繊維、ボール紙、または剛性を提供し、その形状を維持し
、再充電可能電源ユニット１０００の内部構成部品を保護する他の所望の材料など、非導
電材料で組み立てることができる。いくつかの実施形態において、外部ケーシング１０１
０は、金属、またはゴム、ポリ塩化ビニルなどのポリマー、もしくは任意の他の所望の電
気的絶縁材料が塗布された他の導電材料を備えることができる。
【００７５】
　１つまたは複数のセル１０２０は、外部ケーシング１０１０内に収容される。１つまた
は複数のセル１０２０の各々は、個別電気化学セルでよく、所望の通りに複数のセル１０
２０の他方に直列または並列に電気的に接続することができる。いくつかの実施形態にお
いて、１つまたは複数のセル１０２０は、単一の電気化学セル、または１つまたは複数の
個々の、ただし恒久的に接続された電気化学セルを備えた単一のセルユニットでよい。い
くつかの実施形態において、１つまたは複数のセル１０２０は、単４形、単３形、単２形
、単１形、ＣＲ－１２３、角形の９Ｖ形など、標準サイズの電池セルでよい。セルは、Ｎ
ｉＭＨ、ＮｉＣｄ、リチウムイオン、リチウムポリマーなど、様々な電池の化学的性質で
よい。セル１０２０は、好ましくは、再充電可能電池の化学的性質を有する再充電可能セ
ルである。いくつかの実施形態において、セル１０２０は、再充電可能でない。いくつか
の実施形態において、セルは、有利には、大容量で低自己放電率を有するリチウムイオン
１８６５０の種類のセルでよい。いくつかの実施形態において、１つまたは複数のセル１
０２０は、１０００、２０００、３０００、４０００、または５０００ｍＡｈ以上の容量
を有することができる。円筒形セル１０２０を示すが、セル１０２０は、任意の所望の形
状因子でもよく、外部ケーシング１０１０は、任意の幾何形状、サイズ、形状でもよく、
内部に収容されたセル１０２０の形状因子に基づくことができる。
【００７６】
　１つまたは複数のセル１０２０は、セルコネクタ１０３０に電気的に接触している。セ
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ルコネクタは、１つまたは複数のセル１０２０と電源入力／出力モジュール１０４０との
間の電気的インターフェースを提供する。セルコネクタ１０３０は、１つまたは複数のセ
ル１０２０の正極および負極端子に接触して電流の流れの回路を生じる接点または端子を
提供する。セルコネクタは、電源入力／出力モジュール１０４０との電気的インターフェ
ースも提供し、１つまたは複数のセル１０２０から電源入力／出力モジュール１０４０へ
の電力の伝達を容易にする。セルコネクタ１０３０には様々な構成を使用することができ
、１つまたは複数のセル１０２０の形状因子に基づいて１つまたは複数のセル１０２０の
電源入力／出力モジュール１０４０への接続をどのように容易にするかが当業者には分か
るであろう。
【００７７】
　電源入力／出力モジュール１０４０は、セルコネクタ１０３０および接続配線１０４５
に電気的に接続され、それによって、最終的に出力ポート１０５０および入力ポート１０
６０に接続する。電源入力／出力モジュール１０４０は、セル１０２０によって供給され
る電圧および／または電流を適当な出力電圧および／または電流に変換するように構成さ
れた回路を備えることができる。出力ポート１０５０からの適当な電圧および／または出
力電流は、意図する電池電源ユニット１０００への応用により決定され、または設定され
得る。いくつかの実施形態において、電源入力／出力モジュール１０４０は、ユニバーサ
ルシリアルバス（ＵＳＢ）規格に対応する電圧および／または電流値を変換する。電源入
力／出力モジュール１０４０は、充電電圧および／または電流を１つまたは複数のセル１
０２０に提供するようにも構成することができる。１つまたは複数のセル１０２０が再充
電可能である場合、電源入力／出力モジュール１０４０は、入力ポート１０６０から充電
電圧および／または電流を受け取り、１つまたは複数のセル１０２０を充電するために必
要に応じて充電電圧および／または電流を変換し、充電電圧および／または電流を１つま
たは複数のセル１０２０に伝送するように構成される。
【００７８】
　電源入力／出力モジュール１０４０は、監視機能を実施し監視結果を内部メモリに格納
することができるセル監視回路に結合された内部回路も備えることができる。例えば、電
源入力／出力モジュール１０４０は、１つまたは複数のセル１０２０において、または１
つまたは複数のセル１０２０から放電されたアンペア時、充電されたアンペア時、充電／
放電サイクルの数、全電流を計算するように構成することができる。いくつかの実施形態
において、電源入力／出力モジュール１０４０の内部回路は、容量、充電状態、またはセ
ルの正常値を計算し、それを格納して後で診断機器によってまたは電池自動販売機もしく
は電池交換機において後で読み取るように構成することができる。いくつかの実施形態に
おいて、電源入力／出力モジュールは、Ｄａｌｌａｓ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒによ
って製造されたＤＳ２４３８と同様の電池監視チップを備えることができる。
【００７９】
　いくつかの実施形態において、内部メモリは、通し番号などの識別コードまたは他の固
有データを格納するのに使用することができる。いくつかの実施形態において、再充電可
能電源ユニット１０００を要求した、または注文した、または販売した、または受け取っ
た加入者または購入者の情報を、電源入力／出力モジュール１０４０内の内部メモリに書
き込むことができる。
【００８０】
　出力ポート１０５０は、接続配線１０４５を介して電源入力／出力モジュールから電力
を受け取る。様々なスタイルまたは種類の出力ポート１０５０に対応するように接続配線
１０４５をどのように構成するかが当業者は分かるであろう。出力ポート１０５０は、有
利には、ＵＳＢの種類のポートでよい。ＵＳＢの種類の出力ポート１０５０を用いて、使
用者は、ＵＳＢケーブルを出力ポート１０５０に挿入することができ、電池電源ユニット
１０００を使用して、ＵＳＢ充電インターフェースを有する携帯電子デバイスであればほ
ぼどのようなものでも充電することができる。例えば、携帯電話、ＭＰ３プレーヤ、タブ
レット型コンピュータ、および他の多くの電子デバイスが、ＵＳＢ充電用に構成され、電
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池電源ユニット１０００を使用して充電され得る。いくつかの実施形態において、出力ポ
ート１０５０は、専用コネクタ用の専用ポートであり得る。
【００８１】
　いくつかの実施形態において、再充電可能電源ユニット１０００は、標準サイズの電池
の形状因子を有することができる。例えば、外部ケーシングは、標準単４形、単３形、単
２形、単１形、および／または９Ｖ形セルのようなサイズおよび形状にすることができる
。出力ポート１０５０は、標準単４形、単３形、単２形、単１形、および９Ｖ形セルに存
在するような金属凹面または端子でよい。このような実施形態において、再充電可能電源
ユニット１０００は、多くの標準形状因子のセルの１つ用に設計されたスロットに挿入す
ることができる。
【００８２】
　入力ポート１０６０は、１つまたは複数のセル１０２０を再充電するのに十分な充電信
号を受け取るように構成することができる。いくつかの実施形態において、入力ポート１
０６０は、マイクロＵＳＢの種類のポートを備えることができる。いくつかの実施形態に
おいて、入力ポート１０６０が存在しないことがあり、したがって、使用者は、電源入力
／出力モジュール１０４０を介して１つまたは複数のセル１０２０を再充電することがで
きないことになる。いくつかの実施形態において、出力ポート１０５０および入力ポート
１０６０の機能性を組み合わせて、電源入力／出力モジュール１０４０を通じて両方の方
向に電力を通過させることができる単一のポートにすることができる。したがって、使用
者は、単一の接続ポートを使用して１つまたは複数のセルを充電または放電することがで
きる。
【００８３】
　外部ケーシングは、キャップ１０７０を備えることができる。キャップ１０７０は、出
力ポート１０５０および入力ポート１０６０を収容しない外部ケーシングの端面に配設す
ることができる。キャップ１０７０は、有利には、取り外し可能であり得る。キャップ１
０７０は、取り外し可能に外部ケーシング１０１０に取り付けることができる。いくつか
の実施形態において、キャップ１０７０は、ねじ山をつける、スナップ嵌めにする、摩擦
嵌めにする、または別の方法で取り外し可能に外部ケーシング１０１０に取り付けること
ができる。
【００８４】
　キャップ１０７０を取り外すと、セルコネクタ１０３０および電源入力／出力モジュー
ル１０４０の回路からの干渉なしに外部ケーシング１０１０内の１つまたは複数のセル１
０２０へのアクセスを得ることができる。いくつかの実施形態において、１つまたは複数
のセル１０２０は、キャップ１０７０を取り外すと見える外部ケーシング１０１０におけ
る開口を通じて外部ケーシング１０１０から取り外し可能にすることができる。外部ケー
シング内に収容された他の構成部品、すなわち、セルコネクタ１０３０、電源入力／出力
モジュール１０４０などは、外部ケーシング１０１０内から容易に取り外し可能でないよ
うに、外部ケーシング１０１０の内部表面への接続によって所定位置に保たれ得る。いく
つかの実施形態において、１つまたは複数のセルは、１つまたは複数のセル１０２０を外
部ケーシング１０１０内でそれらの適正な構成に保持し、スライドして外部ケーシング１
０１０におよび外部ケーシング１０１０から出し入れするセルトレーまたはカートリッジ
（図示せず）に装填し、１つまたは複数のセル１０２０のすべてを一度に容易に取り外し
および／または挿入することが可能になる。キャップ１０７０を開けることにより１つま
たは複数のセル１０２０の取り外しを可能にすることにより、使用済みの、放電された、
または使用されたセルは、新しい、フレッシュな、または充電されたセルに交換すること
ができ、再充電可能電源ユニット１０００は、待機しなくても、入力ポート１０６０を介
してセル１０２０を充電しながら、迅速に使用に戻ることができる。
【００８５】
　具体的な電池の化学的性質を有するセルへのアクセスを制限することを要求する規制当
局によって課された要件があることがある。例えば、規制当局は、製造業者にリチウムイ



(22) JP 6214629 B2 2017.10.18

10

20

30

40

50

オンの種類の電池セルへのアクセスを制限するように要求することがある。このようにア
クセスを制限するために、キャップ１０７０は、使用者がキャップ１０７０を容易に取り
外さないようにする安全機能を有することができる。例えば、外部ケーシング１０１０は
、取り外し可能キャップ１０７０に延びる外部ケーシング１０１０にきつく包まれた、収
縮包装された、または別の方法で取り付けられ外装（outer sheath）を備えることができ
る。外装は、外装を切断し、破断し、破壊し、または別の方法で変更しまたは取り外すこ
となくキャップを取り外すことができないようにキャップ１０７０に延びることができる
。いくつかの実施形態において、キャップ１０７０は、キャップ１０７０が「指で締める
」より大きいトルクがかかるようにし、したがって、キャップ１０７０を取り外すのに工
具が必要となるように、外装上までねじ山をつけ、しっかりと締めることができる。キャ
ップ１０７０を取り外すのに特殊化した、専用の、または別な方法で珍しい工具を必要と
する工具インターフェース（図示せず）を使用することにより、アクセス制限の要件を満
たすことができる。
【００８６】
　再充電可能電源ユニット１０００は、電池自動販売または交換機において使用するよう
に構成することができる。電池自動販売または交換機において再充電可能電源ユニット１
０００の受領を容易にするために、外部ケーシング１０１０は、方向付け機構１０８０を
有することができる。方向付け機構１０８０は、切欠き、刻み目、くぼみ、凹面、凸面、
位置合わせマーキング、または電池自動販売または交換機によって認識され得る他の同様
の特徴でよい。
【００８７】
　例えば、使用者は、使用済み再充電可能電源ユニット１０００を交換したいと思うこと
があるが、使用者は、アクセス制限によりキャップ１０７０を取り外すことができない。
使用者は、再充電可能電源ユニット１０００を電池自動販売または交換機上の検査ポート
または受領ポートに挿入することができる。受け取り次第、電池自動販売または交換機は
、望ましくは、再充電可能電源ユニット１０００の充電状態または正常状態を検査するこ
とができる。電池自動販売または交換機は、ＵＳＢまたはマイクロＵＳＢコネクタなどの
出力ポート１０５０または入力ポート１０６０に挿入されるように構成されたコネクタを
備えることができる。再充電可能電源ユニット１０００が電池自動販売または交換機のコ
ネクタに接続する向きになることを効率的に確実にするために、方向付け機構１０８０が
使用される。方向付け機構１０８０が切欠きである場合、切欠き１０８０は、タブまたは
検査もしくは受領ポート内の他の機械的位置合わせ特徴に対応する特徴に一致することが
できる。使用者は、方向付け機構１０８０が検査または受領ポート内の対応する特徴と一
致する向きにおける場合を除いて、再充電可能電源ユニット１０００を挿入できないこと
があり得る。
【００８８】
　いくつかの実施形態において、方向付け機構１０８０は、コンピュータ可読マーキング
または検査もしくは受領ポート内の識別装置によって認識することができる同様の特徴で
よい。検査または受領ポートは、再充電可能電源ユニット１０００を回転させて出力ポー
ト１０５０および／または入力ポート１０６０を電池自動販売または交換機内の検査接続
部に位置合わせするように構成することができる。方向付け機構１０８０は、方向付けお
よび識別両方の二重目的を果たすように、本明細書の他の部分で説明する多くの電池識別
子、例えば、バーコード、ＱＲコード（登録商標）、ＲＦＩＤなどのうちの１つでよい。
方向付け機構１０８０は、本明細書の他の部分で説明するように、再充電可能電源ユニッ
ト１０００を追跡および／または識別するのに使用することができる。
【００８９】
　検査接続部が出力ポート１０５０、入力ポート１０６０のいずれか、または両方に挿入
されると、電池自動販売または交換機は、再充電可能電源ユニット１０００の診断チェッ
クを行うことができる。電池自動販売または交換機は、電池充電／放電情報が格納された
電源入力／出力モジュール１０４０の内部メモリを読み出すことができる。格納された電
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池充電／放電情報は、所定のパラメータと比較して、１つまたは複数のセル１０２０の正
常性を測ることができる。例えば、所定のパラメータは、充電／放電サイクルの数、充電
もしくは放電された総アンペア時（total amp-hours）、または任意の他の電池の特徴に
関連することができる。充電／放電サイクルの数、充電もしくは放電された全電流、また
は任意の他の格納された電池情報が所定の閾値を超える場合、再充電可能電源ユニット１
０００には、１つまたは複数のセル１０２０を交換するようにフラッグをたてることがで
きる。格納された電池情報が、正常なパラメータ内にある場合、再充電可能電源ユニット
１０００は、１つまたは複数のセルが充電される再充電設備、ポート、接続部、または充
電ハブに運ぶことができる。電池電源ユニット１０００の再充電は、有利には、フレッシ
ュな電池電源ユニット１０００が使用者に販売され、送られ、出荷され、または別の方法
で提供され、使用済み電池電源ユニット１０００が再充電され、同じまたは別の使用者に
よる再使用のために用意される、双方向交換手順の一部であることができる。
【００９０】
　電池自動販売または交換機の検査接続部は、再充電可能電源ユニット１０００内の１つ
または複数のセル１０２０の正常性（health）を決定するために診断チェックを実施する
ことができる。検査接続部は、出力ポート１０５０における出力電圧および／または電流
を測定することができる。検査接続部は、検査放電を行い、検査放電の間電圧および電流
を追跡するように指図され得る。例えば、電圧を測定する間、入力ポート１０６０を介し
て１つまたは複数のセル１０２０に２Ａの装荷電流を短く加える（パルスなどの場合）こ
とができる。電流を加える間、過度に低い（おそらくセルの高い内部インピーダンスまた
は抵抗による）と、セル１０２０が古い、不良である、または故障していることを指示す
る。これが起きた場合、電池自動販売または交換機は、再充電可能電源ユニット１０００
に１つまたは複数のセル１０２０を交換するようにフラッグを立てることができる。上記
の検査方法は、例示だけのものである。本開示の範囲を逸脱することなく多くの異なる検
査および／または診断方法が使用できることが当業者には分かるであろう。いくつかの実
施形態において、出力ポート１０５０および／または入力ポート１０６０は、単独で、ま
たは組み合わせて、再充電可能電源ユニット１０００の検査および診断目的に使用するこ
とができる。
【００９１】
　いくつかの実施形態において、再充電可能電源ユニット１０００は、電池自動販売また
は交換機上の検査または受領ポートに挿入され、再充電可能電源ユニット１０００に接続
された検査接続部は、電源入力／出力モジュール１０４０の内部メモリ内に格納された加
入者情報、通し番号、または他のデータを読み取ることができる。いくつかの実施形態に
おいて、電池自動販売または交換機は、格納された加入者情報に基づいて加入者のアカウ
ントを自動的に認識し、加入者のアカウントを自動的に貸方に記入し、借方に記入し、フ
レッシュな再充電可能電源ユニット１０００を販売し、または所望の通りに他の動作を行
うことができる。
【００９２】
　技術は、数多くの他の汎用または専用コンピューティングシステム環境または構成に実
用可能である。本発明に使用するのに適切であり得る周知のコンピューティングシステム
、環境、および／または構成の例は、限定はされないが、パーソナルコンピュータ、サー
バコンピュータ、携帯型またはラップトップ型デバイス、マルチプロセッサシステム、プ
ロセッサベースのシステム、プログラマブル家庭用電化製品、ネットワークＰＣ、ミニコ
ンピュータ、メインフレームコンピュータ、上記のシステムまたはデバイスのいずれかを
含む分散型コンピューティング環境などを含む。
【００９３】
　本明細書では、命令とは、システムにおいて情報を処理するためにコンピュータによっ
て実現されるステップを表す。命令は、ソフトウェア、ファームウェアまたはハードウェ
アにおいて実現することができ、システムの構成部品によって引き受けられたプログラム
されたステップの任意の種類を含むことができる。
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【００９４】
　プロセッサは、Ｐｅｎｔｉｕｍ（登録商標）プロセッサ、Ｐｅｎｔｉｕｍ（登録商標）
Ｐｒｏプロセッサ、８０５１プロセッサ、ＭＩＰＳ（登録商標）プロセッサ、Ｐｏｗｅｒ
　ＰＣ（登録商標）プロセッサ、またはＡｌｐｈａ（登録商標）プロセッサなど、任意の
従来の汎用単一またはマルチチッププロセッサでよい。さらに、プロセッサは、デジタル
信号プロセッサまたはグラフィックプロセッサなど、任意の従来の専用プロセッサでよい
。プロセッサは、典型的には、従来のアドレス線、従来のデータ線、および１つまたは複
数の従来の制御線を有する。
【００９５】
　システムは、詳細に論じるように、様々なモジュールから構成される。当業者に理解さ
れ得るように、モジュールの各々は、様々なサブルーチン、手順、定義文およびマクロを
含む。モジュールの各々は、典型的には、別々にコンパイルされ、リンクされて単一の実
行可能なプログラムにされる。したがって、モジュールの各々の説明は、好ましいシステ
ムの機能性を説明するために便宜上使用される。したがって、モジュールの各々によって
引き受けられるプロセッサは、任意に、他のモジュールの１つに再配分され、共に組み合
わせて単一のモジュールにされ、または、例えば共有可能なダイナミックリンクライブラ
リにおいて利用可能にされ得る。
【００９６】
　システムは、Ｌｉｎｕｘ（登録商標）、ＵＮＩＸ（登録商標）、またはＭｉｃｒｏｓｏ
ｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）など、様々なオペレーティングシステムに関連して使
用することができる。
【００９７】
　システムは、Ｃ、Ｃ＋＋、ＢＡＳＩＣ、Ｐａｓｃａｌ、またはＪａｖａ（登録商標）な
ど、任意の従来のプログラミング言語で書くことができ、従来のオペレーティングシステ
ムの下で実行することができる。Ｃ、Ｃ＋＋、ＢＡＳＩＣ、Ｐａｓｃａｌ、Ｊａｖａ（登
録商標）、およびＦＯＲＴＲＡＮは、多くの商用コンパイラを使用して実行可能コードを
作製することができる、業界標準プログラミング言語である。システムは、Ｐｅｒｌ、Ｐ
ｙｔｈｏｎまたはＲｕｂｙなどのインタープリタ型言語を使用して書くこともできる。
【００９８】
　本明細書に開示する実施形態に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せとして実現することができることが、当業者にはさらに理解
されよう。このハードウェアとソフトウェアとの互換性を明確に示すために、様々な例示
的構成部品、プロック、モジュール、回路、およびステップを、それらの機能性の点で、
概して上述した。このような機能性がハードウェアまたはソフトウェアとして実現される
かどうかは、システム全体に課された特定の用途および設計制限によって決まる。当業者
は、説明された機能性を特定の用途ごとに様々な方法で実現することができるが、このよ
うな実現の判断を本開示の範囲から逸脱させるものと解釈してはならない。
【００９９】
　本明細書に開示する実施形態に関連して説明された様々な例示的論理ブロック、モジュ
ール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル論理アレー（ＦＰＧＡ）もしくは他
のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェ
ア構成部品、または本明細書に説明する機能を実施するように設計されたそれらの任意の
組合せを用いて実現または実施することができる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッ
サでよいが、別の方法では、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、または状態機械でもよい。プロセッサは、コンピューティングデバ
イスの組合せとして、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロ
プロセッサ、ＤＳＰコアに連動した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の
他のこのような構成としても実現することができる。
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【０１００】
　１つまたは複数の実施形態例において、説明した機能および方法は、プロセッサ上で実
行されるハードウェア、ソフトウェア、またはファームウェア、またはそれらの任意の組
合せで実現することができる。ソフトウェアで実現された場合、機能は、１つまたは複数
の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体に格納しまたはコンピュータ可読媒体に
おいて伝送することができる。コンピュータ可読媒体は、コンピュータプログラムを１つ
の場所から別の場所へ転送するのを容易にする任意の媒体を含めて、コンピュータ記憶媒
体および通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスすることが
できる任意の利用可能な媒体でよい。例を挙げると、および限定ではなく、このようなコ
ンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光デ
ィスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス、または所望のプ
ログラムコードを命令またはデータ構造の形で持ち運びまたは格納するのに使用すること
ができ、コンピュータによってアクセスすることができる任意の他の媒体を備えることが
できる。また、どのような接続もコンピュータ可読媒体と適正に呼ばれる。例えば、ソフ
トウェアがウェブサイト、サーバ、または他の遠隔源から同軸ケーブル、光ファイバケー
ブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、マイクロ波
などのワイヤレス技術を使用して伝送される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、
ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、マイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体
の定義に含まれる。本明細書では、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ディス
ク（disk）が通常データを磁気的に再現し、ディスク（disc）がレーザを用いてデータを
光学的に再現する、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディスク、光ディスク、デジタ
ル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピディスク、およびブルーレイディスクを含む。上
記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲に含まれるものとする。
【０１０１】
　前述の説明は、本明細書に開示するシステム、デバイス、および方法のある実施形態を
詳述する。しかし、前述の説明が文章で、どのように詳細に見えようとも、システム、デ
バイス、および方法は、多くの手法で実施することができることが理解されよう。上述し
たように、本発明のある特徴または態様を説明するとき、特定の専門用語を使用すると、
その専門用語が関連する技術の特徴または態様の任意の具体的な特性も含むことに限定さ
れるように本明細書においてその専門用語が再定義されていることを暗示するとみなして
はならないことに留意されたい。
【０１０２】
　説明した技術の範囲を逸脱することなく、様々な修正および変更を加えることができる
ことが、当業者には理解されよう。このような修正および変更は、実施形態の範囲内に含
まれることが意図されている。一実施形態に含まれる部分は、他の実施形態と互換可能で
あること、図示する実施形態からの１つまたは複数の部分が、他の図示する実施形態に任
意の組合せも含まれ得ることが当業者にはやはり理解されよう。例えば、本明細書におい
て説明し、および／または図に示す様々な構成部品のいずれも、他の実施形態に組み合わ
せ、他の実施形態と互換し、他の実施形態から除外することができる。
【０１０３】
　本明細書において実質的に任意の複数および／または単数の用語の使用に関しても、当
業者は、文脈および／または応用に対して適合している場合、複数から単数に、および／
または単数から複数に、転換することができる。明確にするために、様々な単数／複数の
順列を本明細書において明白に記載することができる。
【０１０４】
　概して、本明細書において使用される用語は、「開かれた」という用語（例えば、「含
めて」という用語は、「限定はされないが含めて」と解釈すべきであり、「有して」とい
う用語は、「少なくとも有して」と解釈すべきであり、「含む」という用語は、「限定は
されないが含む」と解釈すべきであるなど。）として一般に意図されることが当業者には
分かるであろう。導入された請求項の記述の具体的な数が意図される場合、このような意
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図は、請求項中に明確に記述され、このような記述が存在しないと、このような意図は存
在しないことが当業者にはさらに分かるであろう。例えば、理解の手助けとして、以下に
添付する特許請求の範囲は、請求項の記述を導入するために「少なくとも１つ」および「
１つまたは複数の」という導入句の使用を含むことがある。しかし、このような句の使用
は、たとえ、同じ請求項が導入句「１つまたは複数の」または「少なくとも１つの」およ
び「１つの（ａ）」または「１つの（an）」などの不定冠詞（例えば、「１つの（a）」
および／または「１つの（an）」は、典型的には、「少なくとも１つの」または「１つま
たは複数の」を意味すると解釈すべきである）を含むときでも、不定冠詞「１つの（a）
」または「１つの（an）」による請求項の記述の導入は、このように導入された請求項の
記述を含む任意の特定の請求項を１つのこのような記述だけを含む実施形態に限定するこ
とを暗示すると解釈してはならない。同じことが請求項の記述を導入するのに使用される
定冠詞の使用にも当てはまる。さらに、たとえ具体的な数の導入された請求項の記述が明
確に記述されていても、このような記述は、典型的には、少なくとも記述された数を意味
する（例えば、他の修飾詞なしの「２つの記述」の裸の記述は、典型的には、少なくとも
２つの記述を意味し、または２つ以上の記述を意味する）と解釈すべきであることを当業
者は認めるであろう。さらに、「Ａ、Ｂ、およびＣなどの少なくとも１つ」に類似した伝
統的表現法が使用されている事例において、概して、このような構成は、当業者が、伝統
的表現法が分かる意味において意図されている（例えば、「Ａ、Ｂ、およびＣの少なくと
も１つを有するシステム」は、限定はされないが、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡとＢとを
一緒に、ＡとＣとを一緒に、ＢとＣとを一緒に、ならびに／またはＡ、Ｂ、およびＣを一
緒になどを有するシステムを含む）。「Ａ、Ｂ、またはＣなどの少なくとも１つ」に類似
した伝統的表現法が使用されている事例において、概して、このような構成は、当業者が
、伝統的表現法が分かる意味において意図されている（例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣの少
なくとも１つを有するシステム」は、限定はされないが、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、Ａと
Ｂとを一緒に、ＡとＣとを一緒に、ＢとＣとを一緒に、ならびに／またはＡ、Ｂ、および
Ｃを一緒になどを有するシステムを含む）。２つ以上の代替用語を表現する実質的にどん
な離接語および／または句も、説明、特許請求の範囲、または図面におけるかどうかにか
かわらず、用語の１つ、用語のいずれか、または両方の用語を含む可能性を企図している
と分かるべきであることがさらに当業者には分かるであろう。例えば、「ＡまたはＢ」の
句は、「Ａ」もしくは「Ｂ」または「Ａ」および「Ｂ」の可能性を含むことが分かるであ
ろう。
【０１０５】
　様々な態様および実施形態を本明細書において開示してきたが、他の態様および実施形
態が当業者には明らかであろう。本明細書において開示している様々な態様および実施形
態は、例示のためであり、限定することを意図していない。
【符号の説明】
【０１０６】
　　１００　電池
　　１１０　第１端子
　　１２０　第２端子
　　１３０　絶縁ジャケット
　　１４０　露出帯
　　２００　電池
　　２１０　第１端子
　　２２０　第２端子
　　２３０　絶縁ジャケット
　　２８０　電池メータ
　　２８５　電気的接続部
　　３００　電池
　　３３０　絶縁ジャケット
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　　３５０　回転不変バーコード
　　４００　電池
　　４３０　絶縁ジャケット
　　４４０　露出帯
　　４５０　回転不変バーコード
　　５００　電池
　　５１０　第１端子、正極端子
　　５３０　絶縁ジャケット
　　５６０　第１同心リング
　　５６５　第２同心リング
　　５７０　端面部分
　　６００　電池
　　６１０　正極端子
　　６２０　負極端子
　　６３０　絶縁ジャケット
　　６４０　露出領域
　　６８０　電池メータ
　　６８５　電気的接続部
　　１０００　再充電可能電源ユニット、電池電源ユニット
　　１０１０　外部ケーシング
　　１０２０　１つまたは複数のセル
　　１０３０　セルコネクタ
　　１０４０　電源入力／出力モジュール
　　１０４５　接続配線
　　１０５０　出力ポート
　　１０６０　入力ポート
　　１０８０　方向付け機構、切欠き
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